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研究成果の概要（和文）：本研究では、サービス・ラーニングのコーディネーターの事例、国内の生活科および
総合的学習を担当するコーディネーターの事例などから、コーディネーターに求められる資質能力および専門性
を解明し、我が国におけるコーディネーターの設置の可能性と課題を検討した。
コーディネーターに求められる役割、コーディネーターに求められるスキル、コーディネーターの役割を担う対
象、そしてコーディネーター制度が目指すべきゴールが明らかとなった。
教科の専門性が高まる中・高等学校のコーディネーター、校種間の連携を促進するコーディネーターの在り方、
カリキュラム・マネジメントに関する研修の在り方等を明らかにすることが今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：In this research, we clarified the qualities, abilities, and specializations
 required of coordinators based on case examples of service-learning coordinators and coordinators 
who are in charge of living environment studies and integrated studies, etc. in our country, and 
investigated the potential of and issues in designating coordinators in our country.
The roles required of coordinators, the skills required of coordinators, those who will fulfill the 
roles of coordinators, and the goals the coordinator system should strive for were made clear.
How coordinators in middle and high schools with increasingly specialized curriculums should be, how
 coordinators encouraging collaboration between types of schools should be, and how training 
relating to curriculum management should be are issues to be clarified in the future.

研究分野： 教科教育学（生活科、総合的な学習の時間）
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１．研究開始当初の背景 
 総合的な学習の時間（以下、総合的学習）
が小学校３年生から高等学校にまで導入さ
れて 10 年余りが経過した。変化の激しい社
会を生き抜く子どもを育てるために総合的
学習の充実が不可欠であることは、既に多く
の研究者・実践者が論じている。しかし、総
合的学習の取り組みには未だに地域間、学校
間、教師間の格差が大きく、その趣旨がすべ
ての学校に周知されているとは言い難い状
況にある。また、生活科は平成元年の学習指
導要領改訂時に設置され、小学校においては
根付きつつあるが、歴史の浅い教科であるが
ために、この教科に関する専門性を有する教
員は少なく、担当教員によって指導内容にば
らつきがあり、特に若手教員の中には苦手意
識を感じている者も多い。しかし、生活科の
ような教科横断的で汎用的な資質能力の育
成に資する学習は、総合的学習と同様にこれ
からの時代において、特にその重要性が増す
教科と言えるだろう。 
生活科や総合的学習のさらなる充実のた

めに本研究が着目するのが、「生活科・総合
的学習を担当するコーディネーター」（以下、
コーディネーターとする）の設置である。こ
れまでの生活科および総合的学習に関する
多くの研究は、そのカリキュラムや教授方法
に関するもの、あるいは担当教員の力量形成
に関するものは多くあったものの、その土台
を支えるコーディネーターの役割、制度、資
質能力および専門性までを研究対象にする
研究は見られなかった。これまで注目を浴び
ることのなかったコーディネーターの設置
の可能性を明らかにすることで、その実践と
成果にばらつきのある生活科および総合的
学習を地域、学校全体でサポートする体制を
構築することに貢献することが可能となり、
我が国における生活科および総合的学習の
さらなる充実と発展のために、ひいては子ど
もたちのこれからの時代を生き抜く力の育
成に資する意義と価値があると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、生活科および総合的学習を担当

するコーディネーターの設置を念頭に置き、
その職に求められる資質能力や専門性につ
いて明らかにし、コーディネーターの設置の
可能性を明らかにすることを目的とする。 
本研究の成果によって、既にコーディネー

ターの役割を担う教職員が配置されている
地域にとどまらず、今後コーディネーターの
設置を検討する他の地域にとって有益な情
報を提供するとともに、生活科および総合的
学習のさらなる充実・発展に大きな効果がも
たらされることが期待される。 
 
３．研究の方法 
研究代表者は、これまでの米国のサービ

ス・ラーニングに関する研究において、サー
ビス・ラーニングの支援の重要なキーとして

のサービス・ラーニング・コーディネーター
の存在を明らかにしてきた。サービス・ラー
ニング・コーディネーターは、教員の技術的
な支援や地域との協同的な活動を総合的に
コーディネートする役割を担っている。 
本研究では、サービス・ラーニングが盛ん

なマサチューセッツ州を対象に、各学校のサ
ービス・ラーニング・コーディネーターや州
教育委員会のサービス・ラーニングの担当者
へのインタビュー調査を実施した。 
国内におけるコーディネーターの事例は

非常に限られているが、本研究では、学校独
自でコーディネーターを設置し、他の教員の
生活科や総合的な学習の時間の実施をサポ
ートしている仙台市立広瀬小学校の「生活・
総合コーディネーター」に対してインタビュ
ー調査を行った。 
これらの調査の結果を基に、コーディネー

ターに求められる資質能力および専門性を
解明し、我が国におけるコーディネーターの
設置の可能性を明らかにすることを試みた。 
 
４．研究成果 
本研究で得られた成果を基に、我が国のコ

ーディネーターの在り方として整理すると、
以下の点を指摘することができよう。 
(1)コーディネーターの役割 
我が国においては、「地域との橋渡し役」

や「校内の取りまとめ役・調整役」としての
役割が強調される傾向が見られる。一方で、
米国のコーディネーターが担っている役割
は、主に①コミュニティとの連携の促進、②
カリキュラム・デザインの実施、③リフレク
ションの機会の創出、の３点に整理された。 
生活科を担うコーディネーターには、スタ

ートカリキュラムの策定や幼小連携、生活科
と総合的学習の接続を促進する役割が求め
られ、総合的学習を担うコーディネーターに
は、小学校と中学校、あるいは中学校と高等
学校との間において、各学校の総合的学習の
取り組みの成果の上に、それぞれの学校種に
ふさわしい実践が展開されるよう連携して
いく役割が期待される。すなわち、②や③の
役割が一層重要となる。一方で、教科の専門
性が高まる中学校や高等学校におけるコー
ディネーターの在り方、校種間の連携を促進
するコーディネーターの在り方については、
今後さらに研究と実践を積み重ねていく必
要がある。 
(2)コーディネーターに求められるスキル 
米国のコーディネーターの事例からは、カ

リキュラムと密接に関連したサービス・ラー
ニングを実施するためには、コミュニティの
実態やニーズの把握、カリキュラムやプログ
ラムについての理解、すべての教師が自分で
サービス・ラーニングのカリキュラムをデザ
インできるようにする指導スキル、リフレク
ションに関する具体的な視点や方法を与え
るスキルが求められることが明らかとなっ
た。我が国のコーディネーターにおいても、



カリキュラム・マネジメントの充実が求めら
れる現状において、同様のスキルが今後一層
求められるだろう。 
(3)コーディネーターの対象 
コミュニティ・スクールが全国の公立学校

の１割を超える現状において、地域学校協働
活動推進員にコーディネーターの役割を求
める向きもある。しかし、サービス・ラーニ
ングの事例からも明らかなように、コーディ
ネーターにはカリキュラムに対する理解と
幅広い指導スキルが求められ、外部の専門家
にこれらの役割を期待するのは困難であろ
う。一方で、各学校の総合的学習の担当者の
多くは経験不足であることから、総合的学習
の担当者の立場や役割を見直し、「カリキュ
ラム・マネージャー」として、各学校の実態
を踏まえ、生活科や総合的学習を中核として
カリキュラム・マネジメントを推進していく
ことが肝要である。「地域との橋渡し」に関
しては、地域学校協働活動推進員の支援を受
けながら、その役割を担うことが期待される。
そして、コーディネーターの養成にあたって
は、教育委員会等による「カリキュラム・マ
ネジメント研修」の実施と充実が一層重要に
なる。 
(4)コーディネーターのゴール 
コーディネーターを増やすことそのもの

がコーディネーターの制度的な目的ではな
いことは、米国のコーディネーターの事例、
我が国のコーディネーターの事例でも明ら
かである。各教員がカリキュラム・マネジメ
ントのスキルを高め、コーディネーターの支
援を受けなくても、自らの力量でカリキュラ
ム・マネジメントを実施できるようにするこ
とが、コーディネーターの最終的なゴールで
あることを確認する必要がある。その過渡期
として、現在は教育委員会等が中心となって
コーディネーターを養成し、各学校にコーデ
ィネーターを配置できるようにすることが
急務である。将来的には各地域レベルのコー
ディネーターが必要に応じて各教員のカリ
キュラム・マネジメントをサポートする体制
が築かれるのが理想である。 
 
本研究では、教科の専門性が高まる中・高

等学校のコーディネーターの在り方、校種間
の連携を促進するコーディネーターの在り
方、カリキュラム・マネジメントに関する研
修の在り方を明らかにすることが今後の課
題として残されたものの、カリキュラム・マ
ネジメントの充実が求められる現状におい
て、コーディネーターの設置が、各学校教員
の資質能力の向上、各学校のカリキュラム全
体の質的向上に大きく寄与するという確信
を得るに至った。 
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